
　この１０年で刈谷市の人口動態は大きく変わりました。子どもの減少に歯止めが
かかりません。子どもの減少を緩やかにする為に、子育て・教育のさらなる充実が
必要です。高校生の入院無料は始まりましたが、通院も無料にするべきです。また
給付型の奨学金の設置も必要です。また、刈谷城復元５０億円？は止めるべきです。

masaya70@gmail.com
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みんなでつくろう！刈谷の未来・子どもの未来
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子ども食堂ほっとライスHP

就学援助児童生徒数及び金額の推移
※就学援助は、公立小中学へ就学させるため、経済的な理由でお困りの方に、学用品費や学校給食費
　などを援助する制度です。（毎年）

●小学新１年生（１人当たり）
平成 27、28 年度　20,470 円　平成 29、30 年度　40,600 円　平成 31 年度　50,600 円
●中学新１年生（１人当たり）
平成 27、28 年度　23,550 円　平成 29、30 年度　47,400 円　平成 31 年度　57,400 円

　刈谷市では徐々に生きづらいご家庭が増えています。子どもの格差の是正が、明日の刈谷
や日本の未来を作ります。刈谷市では就学援助の金額を増額しています。これは非常に良い
税の再配分です。今後、ますます「子どもの生きづらさ」がクローズアップされると考えま
す。それは経済的な事もありますが、心の問題（大人からの愛情、眼差し）もあります。今
大人の優しい見守りが必要です。

刈谷市議会 検索

※映像がスマホ対応になりました。
検索刈谷市民の声検索ほっとライス
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masaya70@gmail.comお問い合せ
子ども食堂ほっとライス

刈谷市合計特殊出生率推移 　ずっと下がり続けていた合計特殊出生
率が若干上がりましたが、次年度は、減
少予想が出ています。住宅価格が高い刈
谷市では、なかなかファミリー層の転出
が止まりません。子育て世代の住宅の固
定資産税、都市計画税減免や、第２・３
子以降に手厚くする政策が必要です。

食料支援事業
明日へつなぐ

ランドセル支援事業
未来へつなぐ


